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血小板 二關ス ル研究

「サポニン中毒ノ家兎血小板二及ボス影響

金澤蟹科大學病理學教室（杉山教授指導）
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次
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第3章 総括及ピ考按

    縞  論

結   言

 「サポニン」ノ溶血作用並二造血臓器二及ボス作用二關シテハ既皇古クヨリ検討シ轟サレ最

早間然スル所ナキガ如シ．サレド第3血液有形成分タル血小板三反ボス作用二關シテハ從來

共報告極メテ砂シ．裁二於テ余ハ「サポニン」ノ血小板二及ボス作用ヲ検査シ，且ツ「サボ呈

ン」中毒ニョル造血臓器，就甲骨髄亘態細胞ノ鐘化ヲモ検討シ，進シデ血小板及ビ骨髄巨態

細胞ノ相互的關係ヲ考察セリ．今共成績ヲ報告セ：・トスルモノナリ．

              第1章 實験材料及賓験成績

 責騒動物ハ何レモ健常成熟雄性家兎二就キ行ヘリ．使用「サホニ：／」ハMe・ck曾肚製純良品ニシテ之ヲ

蒸麗水ヲ皿テユ％ノ水溶液ヲ作リ，毎回新鮮テルモ／ヲ家兎皮下静脈内二注入七リ．英注入量二關シテ各

家兎實験成績ノ部二於テ記載セリ．各種血1液繍査方法ヲ簡翠二記セパ下ノ如シ．

 1．白血球籔及ピ赤血球藪，白血球ハ20脩二，赤血球ハ200倍二稀麗シ，計算器ハAmesic㎝5tand町d

h舵m㏄ytom飢酊W舳Leuig H舳ss町。o㎜ti固g och舳b町ヲ便用セリ．

 2．血液棄，Sah1i氏血色素計ヲ使用シ室濁ニテ横セリ．

 2．血液凝固持層1，BrOde Ru5日e1血液凝固測定器ヲ使用シ室温二於テ採血1時ヨリ起算セリ、

。3．血小板大サ．M乱y Gioms盆氏2重染色ヲ施セル血液塗抹標本上二出現セル血小板200個ヲ接眼微測器

ヲ以テ各血小板ノ長径，短径ヲ測定シ，英漬ヲ血小板大サド慢定セリ．

 4．白血球百分筆，核移動ハ上述塗抹染色標本二就テ瞼索セリ．

第2章 實験成 績

              第1節 第1家兎賢竣成績

本質験二於テハ鵠重2580瓦ヲ有スル健常成熟雄性家兎ノ耳翼静脈二鑓重勤逓α01瓦ノ割合
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血小板三房スル研究 u7：

ヲ域テ山1％「チボ鼻ン水溶液2．O㏄宛隔日皇2回注入シ，箕聞及ビ回復期昌於ケル家兎血小

板ノ愛化ヲ主トシテ検索セリ．

 1．血小板

 實験前二於ケル本家兎ノ血小板野ハ45萬ナリシガ「サポニン注射後ハ英数急激二減少シ，

第1回注射後32萬，第2回注射後24萬トナリ注射中止後皇至リテモ更皇減少進行シ，遂二注

射中止後2日日，實験第4日目二至リ共滅少最低二達シテ11萬二減少セリ．之ヲ賢験前ノ夫

二比スルニ約弘昌減少セシナリ．サレド實験第5日目二至リ血小板数著シク増加シテ30萬ト

ナリ回復期二入1ノリ．英後ハ中毒ノ回復ト共皇急激皇増加シ，實験g日目ニハ56萬トナリ實

験前ノ数ヲ遙カニ凌駕セリ．然レドモ英後八反勢二徐々二減少シ，實験第17目目ニハ略々健

常値二回復セリ．要之，「サポニニ・中毒ニョリ血小板野ハ急激二減少スルモ英回復期二於ケ

ル血小板敷ノ増加モ亦顯著ニシテー時健常値ヲ凌駕シ，家テ再ビ徐々二減少シテ回復スルモ

ノナリ．

 血小板卒均犬サハ賢験前6．2963±O．1287戸ナリシガ第1回注射後一時軽減シテ5．4914土

0．1091戸トナリ其後ハ漸茨増カロシ，賢験第∫日目ニハ9－1602±α3133μ2トナリ本實験中ノ最

大増加ヲ示セリ．耐シテ北平均大サノ最大増カ呵ハ血小板藪ノ最少ヲ示セル中毒最高ノ賢験第

4日目ヨリI日遅ク護現セリ．サレド實験索6日以後ハ共中毒同夜二順膳シテ其平均大サモ

漸次減少シ，實験第17目二至リテハ略々健常値二近キ数ヲ示ス呈至レリ．

 標準偏差ハ卑小板雫均大サノ鐙動二峰々一致シ・共實験前値ハ2・8837土O・0670〆ニシテ第

i回注射後少シク減少セシモ實験第2日目ヨリ血小板平均大サノ増加二一致シ急激二増加シ

始メ實験第3日目二至リ8・0364±α255i〆ノ最大値ヲ示セリ・而シテ標準偏差ノ最大増カロハ

中毒最高ヲ示ス賢験第4日目ヨリ1日早ク出現セリー印チ，血小板敷ノ最大減少ヲ示セル實

験第4日目昌ハ跣二著シク減少シテ6．5745土α2255μ2ヲ示セリ．中毒回復期二入リテハ芙標

準偏差ハ漸減シヅ・實験前値二近ヅキタルモ賢験第i7日目ニハ筒夫ヨリ少シク大ナル値ヲ有

セリ．

 上述血小板卒均大サ，標準偏差，偏差係数ノ蟹動ハ「サポニン中毒二際シ出現スル血小板

冬型ノ饗勤皇起因スルモノテルハ第3表二掲示スル度数分布表皇ヨリ芙蟹化ノ扶況ヲ倫一暦

明瞭二察知シ得ルナリ．印チ，第1回注射後ハ小型血小板中2・3667〆ノ大サラ有スルモノ急

二割増スル二反シ，中型血小板中4．4673〆ノ大サラ有スルモノ急二減少セリ．從テ共竿均犬

サモ賢験前ノ夫二比シ少シク減少スルト共二英標準偏差及ビ偏差係数モ亦共二減少セリ．然

ルニ賢験第2日雇ニハ小型血小板ハ賢験前二比スレバ倫著シク増加ノ状態ニアルモ實験第1

日二比スレバ少シク減少シ，之昌代リテ中型血小板，犬型血小板少シク増カ皿シ始メタル昌ヨ

リ共平均大サ急二増カロシ，之昌騰ジテ標準偏差及ビ偏差係藪モ増大シ來タレリ．共役ハ中毒

ノ増進二從ヒ小型血小板数漸減シ，中型，大型血小板ノ増加瀬弐著明トナリ，カ皿フル昌豆大

血小板ノ出現ニヨリ血小板平均大サ，標準偏差，偏差係数共二増カロシ中毒最高昌於テ共等ノ

値モ略在最高徳ヲ赤ス皇歪レリ，熱ル皇英回復期呈入リテハ再ビ小型血小板漸弐増加シ始メ
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1－118 泉

中毒畠ヨリー時増カロセシ亘犬血小板乃至大型血小板ノ漸滅スル呈ヨリ血小板雫均大サ，標準

偏茜偏差係数モ共呈漸減シテ實験第17目「夫々奮二回復スルニ至レリ干要之，「サポニン

中毒畠ヨリ血小板ハ共初期二於テ小型血小板増加スルそ中毒ノ進行二件ヒ却テ小型血小板減

少シ之昌代リテ中型，大型血小板ノ増加著明トナリ更二豆大血小板ノ出現増カ鋏セリ．サレド

         第1表 第1家兎血液像

實 鵠 赤 血 血 凝 自 自    血    球
験 重 血 色

棄
小 固 血

目 球（
~乏

板（

ﾐ
時 球

百  分  牽 核  移  動

（ 〔
籔

瓦 ％
間 藪

暇「工」 嗜麗基 「工」
淋巴球 犬撃核 I 皿 II工 IV V 竿均

〕 ） 白血球 白血球 白血球 凄敷

2580 642 85 45．0 3！O〃 7100 23．0 3．O 72．0 2．O 9 40 42 9
一

2．51 O1％サポーソ水
・ 溶液2．O㏄静脈内

一 一
1 2580 676 90 32．0 3’O” 8500 53．O 6．0 2．0 38．5 0．5 13 42 34 5 1 2．24

注射

2 2500 622 82 24．O 3’30” ユ0500 19．5 5．5 0．5 61．O 3．5 18 51 28 2 1 2．12 2．0cc  〃

3 2520 518 77 14．0 4’0” 14500 32．0 2－0
・

64．0 2．0 22 55 22 1
一

2．02

4 2510 454 70 11．O 4’5” 12800 27．5 910 0．5 60．O 2．0 27 53 18 2
一

1．95

5 2490 470 62 30．0 3’20’ 5400 18．5 6．O 0．5 71．5 3．5 14 50 32 4
■

2．24

6 2490 495 68 38．5 3！Oψ 4800 21．O 2．0
＾

84．0 2．5 12 50 36 2
一

2．28

一 一一7 2520 510 72 37．5 2！55ψ 7200 27．5 6．O
一

66．O 0．5 15 49 33 3
一

2．24

9 2500 525 75 56．O 3’O” フ400 2ユ．O 2，5
・

75．0 1．5 13 51 33 3
果

2．26

11 2530 539 80 43．0 315” 5800 27．0 2．O
■

67．5 3．5 12 52 32 4 ’ 228

14 2550 607 83 48．0 2！50” 6600 26．0 1．0 0．5 68．5 4．O 10 44 44 3
一 239

17 2500 650 85 43．0 3！10〃 6800 25．O 4．5
一

67．5 3．0 8 42 40 8 1 249

第2表 第1家兎
實験 観察血
日敷 小板敷

平均大サ（μ！） 標準偏差〔μ） 偏差係数 最大一最小〔μ） 血小板係籔
（μ）

200 6．2％3土0．1287 2．8837±0．0970 45．8007±1．8401 17．7525－2．3667 2833335
‘

1 200 5．4914土O．1091 2．2917±O．0771 41．7327±1．6340 28．3200＿2．3667 1757248

2 200 7．3258±O．3612 7．5727土0．2551 103．3699±10．9255 70．8000－2．3667 1758192

3 200 8．6395±O．3832 8．0364土O．2707 93，019ユ±5．1830 70．8000＿2．3667 1209530

4 200 8．7697土0．3133 6．5745±0．2215 74．9689±3．6845 42．4800・2．3667 105鴉64

5 200 9．1602±0．3067 6．4358±0．2－68 70．2583±3．3399 47．2000＿2．3667 2748060

6 200 7．8465±O．1211 2．5445±O．0856 32．4283士工．2030 21．3030二2．3667 3020941

7 200 7．5862土0．1791 3・7595±O＝1266 49．5569±2．0406 28．3200＿2．3667 2幽825

9 200 6．5565土O．1228 2．5788±O．0868 39．3321±1．5177 14．7937－2．3667 3671640

11 200 7．3377土O．1469 3．0860±O．1039 42．0580±1．5338 21．3030－2．3667 3155211

14 200
1

6．0831±O．1169 2．4541±0．0826 40．3424±1－5662 14．7939・2．3667 2919888

17 200 6．6276±0．1448 3．0404土O．1022 45．8750±1．8440 21．3030－2．3667 2849868

【118】．



血小板二服スル研究 1工9

第3表  第1家兎血小板度野分布表

験
日籔

平均
型

＝1一

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

大サμ2

2．3667
小

45 68 60 43 35 26 24 25 35 27 47 38
●

4．？337 18 17 10 12 9 8 9 14 20 12 工4 16

7．1005 型 107 107 90 81 86 89 108 109 114 111 125 118

9．4673 25 6 25 3334 37 37 35 24 33 10 20
申

11．8341 3 1 2 7 7 12 8 6 4 8 2 2

14．2000 1 3 3 2 1 1

型
16．5655 1 4 12 11 9 7 4 37 2 4

18．9333 1 4 5 7 3 2

21．3000 4 4 2 2 2 1 2

23．6667
大

1

26．0337 1 1

28．4000 1 1 1 1 2 1

30．7671 1

33．1337 型 1

35．5001 1 1

37．8672 1 1 1

40．2339

42．6001 3 2 1

44．9673

47．3335 亘 1

49．7007

52．0673

黎．4341

大
56．8008

59．1675

61．5342

63．9009 型
●

66．2676

68．6343

71．0010 1 1

9 9 ト 甲 印 P り
室

．ド 印 ド ρ 9
平

～ゆ ＾o 伽ぺ O、

ﾖ
、o、 ぽ

o｝

㎝oo 器
oN

ωω ooo ひ～

均
亀 一社 旧一 o～ 3 o，

m
雷 べ、 ωH べ。、

大
片 H・ 片 叶 ト ト 片 片 トト 叶 ト 叶

9 ρ o ρ ρ oお 』 9 ρ ρ ρ 9 戸

サ
一円 Hs ①一

ωoo 嘗
OO、 冒 昌 冒 崖 ■

o〇一

崖

一 旧
｝～ ωω

N
昌 oH 幸 ①o ＄ 亀

【醐1



120

第i圖第1家兎
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興回復二際シテハ豆大血小板，大型

血小板等漸次減少シ小型血小板ノ漸

増ニヨリ奮態二復スルナリ．本實験

二於テ出現セシ最大血小板ハ70．806

0〆ニシテ實験第3，第4目二於テ

之ヲ認メタリ．血小板係数ハ注射開

始後血小板平均大サノ漸増スルニ拘

ラズ血小板敷ノ漸減ニョリ共催モ亦

漸教滅少セリ．サレド共回復期二於

テハ血小板敷ノ急激ナル増加ト血小

板竿均大サノ倫比較的犬ナルトニヨ

リ再ビ増加シー時却テ健常値以上二

増大セシモ共役ハ更二血小板藪ノ減

少二從ヒ漸減シ遂二健常値二達セ

リ．

 「サポニン中毒呈際シ護現ズル血

小板ノ質的愛化ハ共中毒ノ増進二件

ヒ血小板ノ集籏性，崩壊性最モ著明

ナリ．血小板ハー般二膨犬シ，穎粒ハ染色不良ニシテ大小不同トナリ或ハ融合シテ芙藪減少

シ胞髄ノー部二偏在シ，或ハ染色不臭ノ穎粒少藪ニシテ無頼粒性血小板ノ観ヲ呈スルモノア

リ．之等ノ鐘化ハ主二小型，中型血小板皇於テ著明ニシテ大型，亘大型血小板ハ比較的低抗

張シ，嗜臨基性血小板ノ踏現ハ主トシテ中型二出現セシモ共産著明ナラズ，形態的ヨリ中毒

最高二於テ尾状，叉バ桿状形増加ノ傾向見タリー

 血液凝固時間八大麗二於テ中幸ノ進行二件ヒ血小板敷ノ減少ト共二遅延シタルモ其遅延ノ

程度ハ必シモ血小板敷トー致セサリキ．中毒回復ニヨリ血小板敷ノ増加ト共二漸次短縮シテ

回復セリ．

 2．共他ノ血液鐘化

 赤血球藪，血色素ハ第1回注射後一時共晶増加セシモ中毒ノ進行ト共二漸次滅少シ中毒最

高昌於テハ赤血球数二・約200萬，血色素量ハ約20劣昌減少セリ．其回復ハ徐々ニシテ約13日ニ

シテ常態二復セリ．批際有核赤血球ノ出現ハ可ナリ早ク認メタル毛二rアニゾチトーゼ∫ポリ

クロマゾー」ノ程度著明ナラズ．白血球藪ハ中毒ノ進行ト共二増加シ中毒最高昌於テ最大増

カロラ示セルモ直二著シク急減シテ健常備ヨリモ少クナレリ．サレド共俊二於テハ動揺劇シカ

リシガ賢験第1ク日頃ニハ略々健常値二回復セリ，而シテ白血球増加ハ主トシテ假健エオジニ・

白血球皇シテ白血球ノ急減ノ場合昌ハ淋巳球ノ増カ珂著シ．優性エオジン白血球ニハ退行性愛

化現ハレ，且ツ英核数ハ中毒ノ増進ト共二減少シテ核移動ハ退行性左方移動ヲ示セリ，

                  【1㎜】



血小極二關スル研究 ユ組1

              第2節 第2家兎賢験成績

 本實験二於テハ誰重2560瓦ヲ有スル健常成熟雄性家兎ノ皮下二0．1％「サボ星ン水溶液ヲ毎

回≡2・0c・宛」年同蓮綾注入シ，家デ同量ノ「サポニン溶液ヲ静脈内一室3何慈綾注射セシ鼻途皇家

兎バ繁死セリ．剖検セルニ胸腔就中腹腔室多量ノ蝿血ヲ語メタリー．

 1．血小板

 血小板数ハ實験前64．5萬ナリシガ第i回州第4回二至ル皮下注射期間皇於テハ多少減少

ノ傾向ヲ示セルモ大磯皇於テ略々實験前ノ血小板野ヲ維持セリ．然ル皇第「回静脈内注射施

行後ノ實験第5日目ニハ共血小板敷著シク減少シ22萬一二半減セリ．更二第2一回注射後ニハ6

萬トナリ第3回注射後鑑死セリ．

 血小板雫均大サハ實験前7．1483土0」245〆ニシテ皮下注射施行中八其大サ略々著シギ鐙動

ヲ示サリシニ第1回静脈内注射後少シク減少セリ．然ルニ第2回静脈内注射後ニハ急二増

カロシテ8・3ク9一士0・35ク8〆トナレリ．

 標準偏差ハ賢験前2．6138土O－0880〆皇シテ「サポニン溶液皮下注入中八少シク増加ノ傾向

ヲ示シテ最後二於テ3・3414±0・1124〆トナレリ・然ルニ第1二回静脈内注射後ニハ“296±

0・149コ〆トナリ第2回静脈内注射後ニハエ3077±O・253⑪〆ト著シク増大シ賢験前ノ約倍トナ

レリー．

 上述血小板平均大サ，標準偏差等ヲ第7表血小板度分布表二歳キナ出現血小板ノ冬型ノ蟹

動ト封蝋考察スルニ皮下注射中八小型血小板申2．3667〆ノモノ漸増シ，7・1005〆ノモノ漸滅

セリ．中型血小板並二大型血小板ハー般二漸次増カロノ傾向．ヲ示セリ．從テ此期間ハ小型血小

板増加セルニ拘ラズ大型血小板ノ増カロニヨリ共平均大サ，標準偏差及ビ偏差係数ハ共二軽度

ナガラ増大セリ．然ルニ第1回静脈内注射後ハ小型血小板更二割増スルト共二他方亘大血小

板出現セリ，サレド兵数少キ爲平均大サハ更二減少スルモ標準偏差，偏差係数ハ著シク増大

セリ．第2回静脈注射後ハ小型血小板急二減少シ，之二代リテ中型，大型及ビ亘大型著シク

増加セルニヨリ平均大サ，標準偏差，偏差係数共皇急激二増大セリ．而シテ本實験二於テ出

現セシ最大血小板ハ49．ク00ク〆ニシテ第j回注射後二於テ之ヲ認メタリ・

 本實験二於ケル血小板係数モ略々血小板敷ノ蟹動トー致セリ，印チ，皮下注射中八血小板

竿均大サ少シク増加セルモ血小板敷ノ軽減二相殺セラレ少シク減少ノ傾アルモ静脈内注射後

血小板ノ劇減ニョリ著シク減少シ第2回注射後502746戸トナリ實験前ゾ4610653〆；比シ

約％二減少セリ．

 本實験中二於ケル質的鐘化ノ主ナルモノハ血小板ノ集籏性，崩壊性ノ増強並二類粒グ退行

性愛化ナリ，サレド嗜監基性血小板モ可ナリ出現シ，殊二大型，亘大型血小板皇壬出現シ，

ノミナラズ室胞形成著明トナリタリ．形態的ニハ尾状形ノ出現ノ外帯獣形ノ大型血小板ヲ見

クリ．

 血液凝固時間ハ皮下注射中血小板藪ノ鐙動少キラ以テ其血液凝固時間モ饗動少カリシガ静

脈内注射後ハ血小板敷ノ劇減量從ヒ血液凝固時間モ頓二遅延セリ．著明一ナル内出血モー部之

                  【1趾】
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二起因スルハ疑ノ容レザル所ナリ．

 内麟所見

 骨髄（左大腿骨〕需襯紅色ニシテ腫大セリ．骨髄實質細胞多クハ退行性愛性ヲ示セルモ所ニヨリ増殖セル

所アリ．霞血彊ク出血ヲ來タセル所アリ．骨髄亘態細胞ハ胞饅ヲ有スルマ・核ノ「ピクノーゼ」ヲ星スルモ

ノ多キモ衛正常型叉ハ裸核ヲ星スルモノアリ。

 脾臓．濾胞ノ萎縮，脾實質細胞ノ檜殖及ビ腫脹，静脈賓ノ鰺並等生テルモノニシテ骨髄亘態細胞ハ幼弱

テルモノヨリ成熟型乃至裸核二近キモノ多数存セリ．骨髄様化生ヲ見ル．

 肝臓，蟹血高度ナリ．肝細胞ハ退行性塑性叉ハ壊死二階リ。骨髄亘態細胞ハ多クハ毛細管内二充盈スル

モ時トシテ肝細胞圃二存スルヲ見タリ．

第4表 第2家兎血液像
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第5表  第 2 家兎

實験日数 観察血 平均大サ（μ2） 標準偏差（μ） 偏差係数 最大一最小（μ2） 血小板係
刈・板敷 敷（μ）

200 7．1483土O．1245
2．6138±0．0880 136．5662±1．3880           ■

24．8482＿2．3667 4610653

1 200 71，293±O．1491 3．1289±0．1053 43．3409土1．7142 35．5001－2．3667 3826229

2 200 7．0773±O．1417一 2．9750土O．1001 42．0367±1．5869 28．9896－2．3667 3467877

3 200 7．3021±O．1619 3．3954土0．n43≡46．4991±コ．8766 21．3000－2．3667 3797092
1

4 200 6．5684土0．1592 3．3414±O．1124 50．5080土2．0931 28．4000－2．3667 2824412

5 200 6．5329土O．2111 4．4296±O．149工 67．8043±3．1677 49．7007－2．3667 1鵯7238

6 100 8．3791±O．3578 5．3077±0．2530 63．3仏6±4．0556 37．8672－2．3667 502746

【拠】
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第6表 第2家兎血小板度数分布表

實験
敷目

平均
型 1 2 3 4 5 6 7

サμ

2．3667
小

16 18 25 26 39 45 8

4．7337 16 16 16 17 25 23 13

7．1005 型 136 130 118 112 104 104 52

9．4673 27 30 32 32 23 21 12
申

11，834工 1 5 4 2 3 4

14．2000 3
型

16．5655 3 3 3 4 4 1 1

18．9333 1 2 13
21．3000 1 5 1！2
23．6667 大

26．0337 1

28．4000 1

30．7671 1 1 1

33．1337 型

35．5001 1

37．8672

40．2339 1

42．6001 亘

側．9673 犬

47．3335
型

49．7007 1

牛 ド 一 べ Nb …：■ ～ 9 9 甲
崖

6 ミ 0N
｝o、

竃 署

均
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oo ω 一
震 N0 旨

叶 1＋ ト 1＋ トト ト トト

大 P 9 9 ρ P 9 o
一心 崖 崖 旨 岩 昌 む

サ 心帆 oH 弓 量 ○旧
■

伽。o

一

2．英他ノ血液愛化

 赤血球藪，血色素ハ皮下注射申著鐙ナキモ静脈内注射後赤血球高度ナル血色素軽度ノ減少

ヲ來タセリ．此際有核赤血球ハ勿論軽度ノ「ポリクロマジr「アニゾチトーゼ」現ハレタリ．

白血球ハ静脈注射後著明ナル増加ヲ來タセリ．芙主ナルモノハ假性エオジン細胞テルモ中毒

最高二於テハ却テ減少セリ．優性エオジン細胞核ハ退行性左方移動ヲ來タセリ．

【123】
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第2圖 第2家兎
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    第3節第3家兎實験成績

 本實験二於テハ誰重2550瓦ノ健康成熟雄性

家兎ヲ使用シ第2家兎同棲0．幌「サポニン水

溶液2．0㏄宛連綾4回皮下注入シ次デ同量ヲ

5回静脈内注射セシニ著シク衰弱シ死阜瀕セ

シヲ以テ室氣栓塞ニヨリ屠殺シ之ヲ剖検シ造

血膿籍ノ組織的検索ヲ行ヘリ．

 1．血小板敷

 血小板敷ハ實験前ク8．5萬ナリシガ皮下注入

中八第2家兎同様犬ナル蟹動ナク略々健常値

」ヲ保チリ．然ルニ第1回静脈内注入後血小板

敷ハ7へ5萬ヨリ43萬二急減シ共役静脈内注射

回数ヲ重ヌルト共二著シク減少シ第4回静脈

内注射後ニハ途二1萬二割減セリ．サレド第

5回静脈内注射後ハ共敷郵テ軽度二増加シテ

8萬二上昇セリ，

 血小板平均大サハ覧強前川323±O・1349〆

ナリシガ皮下注入牢ハ大麗二於テ軽度ノ減少

ヲ來タセリ．第1回静脈内津射後ハ共平均犬

サニ著蟹ナカリシモ第2回，第3回注射後二

於テ始メテ増加シ始メ第4回注射後二於テ突護的二著シク増加シ25・3505土L止889μ2トナリ

實験前ノ夫二比シ優二3傍二割増セリ。而シテ第5回静脈内注射後ハ夫ヨリ少シク減ジタル

モ街18．9360±α8634〆ヲ示シ實験前値二比シテモ約25倍ノ値ヲ有セリ．

 標準偏差モ略女共平均大サニー致セル動橋ヲ示セリー印チ，實験前値ハ2省306±O．0953〆

ナリシガ皮下注入中八共値二於テ殆ド蟹化ナク静脈内注射開始後漸次共大サ増大シ血小板平

均大サノ最大増加ヲ來タセル實験第8日目ニハ17・6279土0・8405μ2ノ最大増加ヲ示シクリ．

サレド實験第9日目ニハ英平均大サノ減少二一致シテ減少セルモ倫12．8035土0．6104〆ノ値

ヲ保チリ．

 本實験二於テ出現セル血小板冬型ノ愛動ハ第11表二掲示セル姉ク，「サポニン溶液皮下注

入中八小型血小板漸増セル二反シ中型，大型血小板漸次滅少セリ，從テ英平均太サ，標準偏

差及ビ偏差係数ハ之二騰ジテ共二減少セリ．第1回静脈内注射後ハー時更二小型血小板増加

セルモ其後ノ静脈肉注射ニョリ小型血小板著シク減少シ之二代リテ中型，大型更昌豆大型血

小板ノ劇増ニヨリ共平均大サ，標準偏差，偏差係数ハ共二著シク増カnシ共中毒末期二至リテ

八三者略々共最高値ヲ示スニ至レリ．本實験中二於テ出現セル最大血小板ハー99．40μ〆ニシ

テ實験第9日目二出現シ其大サ赤血球大以上トナレルモノアリ．

                  江脳】
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 血小板係数ハ血小板敷ノ鐙動、ト共・畠蕎減仁リ．．自ロチ，．皮下注射申八大義ナカリシガ静脈内

注射後ハ急激呈減少シ共晶倶値ヲ示セルバ實験第8日目ノ血小板敷ノ最小値ヲ示セル日二相

當シ，2535q5〆ニシテ賢験前値ノ約弥二減少セリ．

 血小板昌現ハレタル質的鐘化ハ前2家兎二於ケルト同様血小板ノ集籏性，崩壊性ノ増強，

穎粒ノ退行性愛化，室胞形成ハ勿論著明二．認メラレタリ．嗜盤基性血小板ハ豆大型昌亦展是

認メタリ．本質験二於テ中型，大型血小板中共原形質ノ著シク青色ヲ帯ビタルモノ皇シテ多

クハ固形ヲ里スル血小板ニシテ穎粒比較的微細ニシテ僅少ナリ．本血小板ハ中毒最高二著明

第’7表 第3家兎血液像
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■
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第8表  第 3 家兎

實験臓鵬 牛均大サ（μ） 標準偏差（μ） 偏差係数 最大一最小（μ） 血小振係
藪｛μ）

200 7．4323±O．1349 2．8306土0．0953 38．0859士1．7440 2エ．3036＿2．3667 5834826

1 200 6．46】9±0．1308 2．7471±0．0925 42．5128±1．6727 18．9333－2．3667 3618664

2 200 6．駒47土0．1301 2．7293±O．0797！ 41．7034土1．6320 18．9333＿2．3667 4319502

3 200 6．71㏄±0．1228 2・5795±⑥・08681 38．4409土1．4754 18．9333＿2．3667 3959136

4 200 6．8643土0．1306 2．7398±0．0923 39．9172±1．5457 2ユ．3030，2．3667 5ユ13903

5 200 6．7814±0．1327 2．7873±O．09371 41．1029土1．6043 14．7937，2．3667 2916002

6 200 7．0773±0．2227 4．6980土④．1574 66．0468±3．0475 47．3400－2．3667 1309300

7 100 7．3613±0．5732 8．5017±①．0052 105．4842±3．6674 59．0000＿2．3667 638065

8 100 25．3505±1．1889 17．6279土0．8405 69．5368土4．的00 99．工200＿2．3667 253505

9 一100 ・ユ8．9360±0．8634 12・8035‡O．610匁 67．6150±4．箏15 84．9600＿2．3667 1136160

【燗五
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第g表 第3家兎血小板度数分布表

野駄口鰯

平均 型 1 2 3 4 5 6 7 ・8 9 10

大サん

2．3667
小

15 40 38 31 28 32 41 32 8 6

4．7337 18 13 18 19 19 21 24 13 2

7．1005 型 122 126 112 117 118 111 92 36 13 i4

9．4673 34 14 26 25 26 25 30 12 15 20

11．8341
中

3 2 2 4 5 4 2 1 4 8

14．2000 2 3 1

16．5655
型

5 4 3 1 2 4 6 1 12・ 10

18．9333 2 1 1 1 1 2 2

21．8000
1

1 1 11 10

23．6667 大 1 1

20．0337 1 1 2
一

28．4000 1 1 1 2
’

30．7671 8 6

33．1337
型

1

35．5001

37．8672 1 8 8

40．2339

42．6001 1 1

44．9673

47．3335 1 1 5

49．7007 1 1

52．0673

54．4341 亘

56．8008 1 1

59．1675 1

61．5342 3

63．9009

66．2676

68．6343

71．0010
大 1

73．3677

75．73独

781011

80．4678

82．8345 1

85．2012 5 1

型
87．5679

89．9346

92．3013

94．6680

97．0347

99．4014
1
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二出現シ之ヨリ普通ノ血小板昌移

行ヲスル像ヲ明カニ認メタリ．狗

豆大血小板ニシテ赤血球ノ衰頽セ

シモノニ著シク類似シ両者ノ鑑別

干苦シムモノ多数認メタリ．

 血液凝固時間ハ實験前2つ5”ナ

リシガ皮下注射申ハ殆ド鐘化ナク

静脈内注射後ハ漸弐遅延シ共中毒

最高ニハ著シク遅延セリ．英最大

遅延ハ實験第9日目ニシテ3’10”

ナリ．

 内臓所見

 骨髄（左大腿骨〕帯褐紅色ニシテ痩制

セリ．骨騒實質細胞ハ可ナリ減少ツ英

名ハ退行性愛性叉ハ「ピグーゼ」ヲ星シ

ー部壊死二階レリ．脂肪細胞ハ増加セ

リ．骨髄亘態細胞ハ英藪蕃シク増加セ

ルモ凄ハ「ピクノーゼ」ヲ星シ其形態麗

航ノモノヨリ甚シキ八大革核航ヲ星ス

ルニ至ル．原形質ハー股二鶴子様無構

造ニシテ淡紅色ヲ星シ顧粒認メ難シ，要之，骨髄亘態細胞ハ多クハ固形ニシテ胞鵠ヲ有スルマ・ニシテ核

ノ『ピグーゼ」原形質ノ麓性ヲ來ダツ．繰核ノモノ殆ト認メ九

 脾臓 濾胞ハ著シク減少，萎縮セリ．脾髄細胞ハ腫脹櫓殖セリ．静脈賓ハ擾張シ，鰺血書シ，網状織内

被細胞可ナリ腫腹増殖セリ．褐色色素頼粒ノ沈着比較的少ナシ，骨髄亘態細胞ハ比較的大型多ク固形文ハ

類楕固形ヲ星ス核ハ藤有ノ監ノ日賦ヲ星シ，原形質ハ微細願粒ヲ有ス．原形質著ック減少シテ裸核二近キ

モノモ存セリ・衛所々二於テ貴騒様化生ヲ示セリ1

 肝臓 小葉申心部ハ多クハ壊死二階レリ．小葉周還部ハ英蟹化軽度ニシテ肝細胞腫脹濁濁セリ．骨髄亘

態細胞可ナリニ認メラレ多少毛細管内二充盈セルモ簡肝細胞間二於デモ認メラタリ．

 2．共他ノ血液愛化

 赤血球敷及ビ血色素ハ静脈内注射後著シク減少シ両者共二半減セリ．有核赤血球，「ポリ

クロマゾー」「アニゾチトrゼ」等著明ナリキ．白血球藪ハ静脈内注射後2回著明ナル増加ヲ

來タセルモ死ノ直前ニハ著シク減少セリ，白血球増加ハ主トシテ徴性エオジン細胞ノ増加ニ

ヨルモ末期二至リテハ假性エオジン細胞著シク減少シ之二代リ淋巴球増加セリ．且ヅ死前二

於テ流血中二幼弱ナル骨髄細胞出現セリ．核ハ退行性左方移動ヲ示セリ．
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第3章纏播及ビ考按

 上遼賛験成績ヲ総括シ考按スルニ下記ノ如シ．

 L．血小板

 「サポニン水溶液ヲ家兎皮下二注射セル場合ニハ余ノ實験範園二於テハ家兎血小板野二殆

ド認ムベキ鐘化ヲ來ダザリキ，之二反シ，同水溶液ヲ静脈内二注入セル時ハ毎常家兎血小

板野ハ急激皇減少セリ．而シテ共減少ハ同派ノ注入量ノ増カロト共二釜々顯著ドナ1ノリ．中毒

回復期．主於ケル血小板野ノ回復〈初期二急激二増加シ，芙回復4－5日二至リ健常値ヲ凌駕

スルニ至ル毛英後～・再ビ減少シ約」13日ニシテ再ビ健常値二回復セリ．

 血小板平均大サハ静脈内二「サポニン」ヲ注入セシ時バ共直後ハ少シク減少ノ傾向＞示スそ

共役ハ中毒ノ進行二從ヒ噺家増大シ，共最大増加ハ略々中毒ノ最高二一致セリ．皮下注射｛ノ

場合ニハ共増減ハ不定ニシテ殆ド影響ナキガ如シ．家兎ヲ中毒死量数ラシムル時ニハ死直前

二於テ血小板平均大サハ賛験前二比シ著シク増大セリ．

 標準偏差ハ血小板平均大サニ略々一致シ中毒初期二於テー時軽度二減少セルモ英後ハ中毒

ノ増進二件ヒ漸次増加シ，動物ノ死ノ直前二於テ著シク増大セリ．サレド共回夜二際シメハ

血小板竿均大サノ漸減二從ヒ標準偏差モ漸滅シテ回復セリ．

 上述血小板平均大サ，標準偏姜ノ蟹動ハ「サポニン中毒ニコル血小板冬型ノ愛化二基クモ

ノニシテ「サポニン、注入ニヨリ始メ流血中ノ小型血小板著シク増加シ，爲二共平均大サ，標

準偏差歩シク減少スルモ共中毒進行セパ小型血小板ハ漸弐減少シ，之二代リテ大型血小板ノ

出現増加スルニヨリ共平均大サ1標準偏差ハ漸次増加シ中毒最高二至ラバ小型血小板著シク

減少シ，之二反シ，病的亘大血小板著シク増加セルニヨリ平均大サ，標準偏差モ略々最大ノ

増カ皿ヲ赤スニ至レリ．

 血小板係藪ハ「サポニン中毒ノ増進呈從ヒ大型，病的亘大血小板出現セルニ拘ラズ血小板

敷ノ急激ナル減少ニヨリ中毒’ノ進行ト共二著シク漸滅シ，興中毒最高二於テ甚シギ減少値ヲ．

星セリ．

 血液凝固時間ハー般豊中毒ノ増進二從ヒ血小板藪ノ減少量騰ジ噺家遅延セリー．一サ■バ血小

板敷ノ減少程度ト血液凝固持閲ノ遅延トハ精確二一致セサリキ．

 「サポニン中毒ニコル血小板ノ質的鐘化ハ中毒ノ進行二件ヒ血小板ノ集籏挫，崩壊ノ増進

ニシテ就中小型血小板二著明ニシテ大型血小板並二1巨大血小板ハ比較的低抗強シ，血小板穎

粒ハー般二大小不同，或パ膨大融合シテ胞鵠ノー部二偏在シ，進シキハ殆ド穎粒ノ認メ難キ

血小板出現セーリ．穎粒ノ染色亦淡染戎ハ濃染セリ．原形質ハ中毒甚シギ酵二問視スル血小板

二於テ著シク青色ヲ星セル毛ノアリ．倫原形質内二於テ塞胞形成著シク爲二類粒ノ蓬シク歴

排セラレテ周縁部皇残存セルモノアリ．

 「サポニ；・中毒死及ど室棄栓拳致死セシ家兎ノ骨髄塗抹標本ハ不成功二終リ爲二共細胞成

分ノ精査出来ザリシハ遺憾ナリキ．

                 区協リ
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 骨髄ハ其：資質細胞減少シ，脂肪細胞増カロセリ．蟹血シ所ニョリテハ踏血セル所アリ．實質

細胞ハ退行愛性乃至壊死セルモノァリ．骨髄亘態細胞ハ多数存スルモ英殆ド凡テハ園形，類

團形二萎縮シ，核八大単核扶二或八分葉状ヲ星シ，「ピクノーゼ」皇陛レリ．原形質ハ無頼粒

性無構造硝子様構造ヲ呈スル毛ノ多シ．骨髄亘態細胞ノ裸核ヲ呈スルモノ少シ．網状織内被

細胞ハー部増殖セル所アルモ叉一方ニハ萎縮及ピ壊死セルモノアリ．

 脾臓二於テハ淋巴濾胞ハ著シク萎縮減少セリ．一般昌蟹血著明昌シテー部皇出血竈ヲ呈セー

リ。脾髄細胞ノ腫脹殖増ヲ示セリ．骨髄亘態細胞ハ著シク増加シ骨髄二於ケルモノ殆ド鍾性

セル二反シ，脾臓内昌於ケルモノ八種々ノ成熟型ノ外二幼弱型ト思ハル・モノモ多数存セ

リ．倫脾臓中ニハ明カニ骨髄様化生ヲ示セルモ相當二用現セリ．

 肝臓二於テ小葉中心部ハ殆ド壊死二階レリ．英他愛血，出血，骨髄様化生ヲ認メタリ」骨

髄亘態細胞八相當二存シ，退行性蟹性ヲ示セルモノ少ク，且ヅ幼弱型ヲモ認メクリ．

 古來「サポニン」ノ生活麗二及ボス作用二關スル研究八枚學二違ナシト離モ未ダ騎一セル緒

論ヲ見ズ，サレド共溶血作用二關シテハ現今野フ鹸地ナキガ姉シ．Is舳k，Maechdハ致死

量二至ラザル「サポニン」ノ静脈内注射ニヨリ高度ノ赤血球数及ビ血色素ノ減少ヲ來ダスト共

二脾麟ノ増大セルラ認メタリ．P・pp㎝beim，S・㏄siモ赤ハ「サボ昌ン」ノ攻撃鮪ハ血液二非ラ

スシテ寧日骨髄ナラント想像セリ．A・W・Va・d・Haa・ハ「サポニン」ノ毒作用ト溶血作用ト

ノ關係ヲ検索シ「サポニン」ハ単ナル血液毒二非ラスト緒論セリ．Kobestハ急性サポニン中

毒死ハ血液鐘化二擦ルニ非ラズ中椹榊経系統ノ障碍ニコルコトヲ強調シ，慢性サポニン中毒

ノ本態ハ造血臓器ノ細胞成分ノ殖増ナリト調ヘリ．小野，藤永ハ賢験的「サポニ：・中毒症二

於テ白血球藪ハ注射後一時減少セルモ英後著明ナル過多症ヲ超シ1日ニシテ共最高二達シ，

14日ニシテ回復セリ．而シテ白血球過多症ヲ來タス主ナルモノハ假性エオジ；・細胞ナリト構

シ，武藤ハ白血球減少期二於ケル臓器ノ組織的検査ニヨリ骨髄ハ拘可ナリ高度ノ假性エオジ

ン細胞ノ増カnヲ認メ白血球減少ハ恐ラクー時的二骨髄中二白血球抑留セラレテ超ルー種ノ骨

髄ノ討中毒現象ナラ1・ト想像セリー期ク「サポニン」ノ血球二及ボス作用ハ赤血球敷及ビ血色

素ノ減少ハ主テルモノニシテ余モ亦同様式綾ヲ得タルモ共作用ハ左程著明ナラザリキ．白血

球藪ハ余ノ連続注入ノ場二於テ著シーク増加シタルモ死ノ直前二於テハ却テ著シク減少シ，此

際淋巴球著シク増加スル二反シ假性エオジン細胞甚シク減少シ，倫流血中二「ミエロチーナ

ン」等ノ幼弱細胞出現セリ。

 「サポニ；・」！血小板二及ボス作用二就キK舳・inoffハ鳩二於テ血小板ノ膨大ト児asopI一

・smiεノ出現二注目シ，武藤ハ血小板敷ハ注射後著明昌減少シ，1O時間叉ハ1日日皇於テ英

最高二達シ，3日目ヨリ回復シ始メ5－9日皇シテ健常値二達スルモ共役ハ増減一定セズ多

少増カ皿ノ傾向アリト調ヘリ．Duk，B・nti㎎ハ「サポニ：ノ」ニコル血小板減少ハ他ノ夫二比シ

共同夜ハ遅ク約15目要セリト述べ，K醐rimH，Firket，Campos，B・os㎝ハ「サポニ；・中

毒同復期二於テ血小板敷ノ増加ヲ來タスコトヲ記載セリ．

 余ノ實験成績二於テハ「サポニ；／」ヲ皮下二注入セル場合ニハ殆ド愛化ヲ來クサズ、之二反
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シ静腸内昌注入セル場合畠く24時間後ノ検査二於テ毎常著明ナル減少ヲ來タシ耐モ共滅少

ハ毒物注入ノ増加二一致セリ．1武藤ハ此際趨ル血小板減少ノ原因ヲ「サポニン」ノ血小板ヲ直

接溶解スル外二骨髄二於ケル骨髄亘態細胞ノ機能障碍乃至壊死二魔シクリ．余モ亦骨髄亘態

細胞ノ著シギ愛性ヲ認メ氏ノ説昌左程スルモノナリ．サレド貫性血小板減少症ノ本態二關シ

F・ankハ血小板減少ヲ共母細胞タル骨髄亘態細胞ノ選揮的中毒性饗性二求メタル毛K伽e－

k㎝ハ膵臓二於ケル血小板ノ貧瞳並二破壊作用ノ増進呈饒シクリ．要之∴余ノ實駿二於テハ

血小板ハ「サポニ；・中毒呈ヨリ著明ナル障碍ヲ蒙レリ．Kobd・t，Laubeハ「サポニン」ノー種

ナルN比q1ユiuazn1㎝mノ少量ハ凝血作用二対シ何等作用認メサルモTafa皿。wハ6yc1amin

ハ凝血作用ノ催進ヲ認メタリ．肺ket八家兎「サポニン中毒二於テ血中血小板ノ破壊消失ヲ

見，in・itro二於デモ「サポニン」ハ血小板ヲ破壊シ共作用ハ赤血球ヲ破壊スルカヨリ優レリ

ト述ベタリ．

 「サポニン中毒症二於ケル遙血臓器ノ組織學的検査ハ從來徴紬二検討セラレタリ．骨縫ハ

ー茨性二侵サレ早期二蟹血乃至出血，實質細胞ノ減少，退行錯性乃至壊死ヲ來タシ，肝臓二

於テハ毛細管ノ横張，蟹血，肝細胞ノ退行性鍵性乃至壊死、造血像及ビ骨髄亘態細胞ノ護現

昌シテ脾臓二於ケル蟹化ハ濾胞ノ萎縮減少，脾髄細胞ノ腫脹増殖，静脈賓ノ撞張蟹血，骨髄

様化生及ピ骨髄亘態細胞ノ護生等ハ共生テルモノニシテ之等ノ諮鐘化二關シテハ從來諸學者

ノ意見ノー致スル所ニシテ余ノ場合二於デモ之等ノ著明ナル鐘化ヲ目撃セリ．

 「サポニン中毒ト骨髄亘態細胞トノ關係二就キテハ武藤ノ言手細ナル研究アリ．

 武藤ハ「サポニ・ン中毒ノ場合二於ケル骨髄ノ骨髄亘態細胞二就テ検セルニ退行性鐘化ヲ示

ス毛ノ漸次増カ纐スルト共二共平均致モ共二減少シ，3日目二於テ退行型80％，共藪ハ半減シ

タルモ15日頃ニハ部テー時的増カ切ヲ來タゼリト．而シテ此際特異ノ所見トシテ骨髄二於ケル

骨髄亘態細胞ガ共多数二於テ萎縮セル胞麗ヲ有スルマ・核二著シギ「ピクノーゼ」出現セルコ

トニシテ余亦之ヲ注目シ奇異二感セリ．氏ハ之ヲ「サポニン」自鵠ノ毒作用二饒シ，Ge・Iach

ハ期ル状態ヲ貫性血小板減少症ノ骨髄二於テ認メタリ．然ルニ肝麟，脾麟二於ケル骨髄亘態

細胞ハ英幼弱型ヨリ老衰セル裸核二近キモノ多ク存セリ．

 Se1三㎎rハ眞性血小板減少症二於テ見ル骨髄亘態細胞ヲ3型二厚別シ，1型，健常ナルモ

ノ1晩．2型，穎粒少キモノ22％．3型，原形質ノ鐙性セルモノ6晩トナレルコトヲ報昔セ

リ．

結   論

 余八本編二於テ「サポニン水溶液ヲ家兎二注入シ家兎血小板並二進血雌器二於テ護現スル

愛化ヲ検索シ共成績ヨリ下記ノ緒論ヲ得タリ．

 1．「サボ星ン水溶液ヲ静脈丙二注入セル場合ニハ共血小板敷ハ著シク減少シ，中毒ノ増進

ト共二盆共著明トナレリ．サレド共同夜二當リテハ急激二増加シー時健常値ヲ凌駕スルモ芙

後ハ漸滅シテ常態二復セリ．

                   削工
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2．「サポニ；・中毒ニヨリ初期二於テ小型血小板増加スルモ中毒ノ増進二件ヒ小型血小板却

テ減少シ，犬型血小板漸増シ中毒最高二於テハ亘大血小板出現セリ．

 5。「サポニン中毒ニヨリ血小板ノ集稜性、瑚野性著明トナル外，血小板昌退行性愛性出現

セリ．

 4．「サポニン中毒ニヨリ血液凝固時間ハ遅延セリ．

 5・「サポニ；・中毒ニヨリ骨髄ハー次的二優サレ，實質細胞ノ減少，鐙性乃至壊死ヲ來タ

シ，肝臓ハ肝細胞ノ鐙性，壊死■骨髄様化生，脾臓二於テ蟹血，骨髄様化生ヲ謁メタリ．

 6．骨髄巨態細胞ハ骨髄内二存スルモノ多クハ鐙性乃至壊死二階リタリ．総レドモ脾臓，

肝臓二於テ健常ナル骨髄亘態細胞ヲ認メタリ．

 7一「サポニ1・中毒ニコル血小板減少ハー部血小板自信豊二及ボス直接障碍ニコル外倫骨髄二

於ケル骨髄亘態細胞ノ障碍二基クモノト思考ス．

8、「サポニン中毒ニヨリ赤血球数ノ減少及ビ血色素ノ減少ハ左程著明ナラザリキ．
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